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本稿の目的は、ゃなせたかし（1919 2013）原作の国民的アニメ『それいけ！アン

パンマン』（原作絵本 1973 、アニメ 1988ー）の主題歌『アンパンマンのマーチ」を取

り上げ、なぜゃなせが「愛と／勇気だけが／友だちさ」と作調したのかを分析し、そ

のことが、太平洋戦争中にやなせが弟を事実上の「特攻志願」の上で亡くしたことと

深く関係していることを見る。『アンパンマンのマーチ』の歌詞は、ジェンダー研究

者のイヴ・ K ・セジウィックのいう男同士の「ホモソーシャル」な紳を否定している

のである。
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「愛と／勇気だけが／友だちさ」（『アンパンマンのマーチ』）

1. はじめに

本稿の目的は、ゃなせたかし（1919-2013）原作の国民的アニメ『それいけ！アンパ

ンマン』（原作絵本 1973 、アニメ 1988 ）の主題歌『アンパンマンのマーチ』を取り上

げ、なぜ、ゃなせが「愛と／勇気だけが／友だちさ」と作詞したのかを分析し、そのこと

が、太平洋戦争中にやなせが弟を事実上の「特攻志願」の上で亡くしたことと深く関係

していることを見る。『アンパンマンのマーチ』の歌調は、ジエンダー研究者のイヴ・K·

セジウィックのいう男同士の「ホモソーシャル」な鮮を否定していることを見る。

2. 『愛と／勇気だけが／友だちさ」

『それゆけ！アンパンマン』（アニメ放映は 1988年から）は、現代日本における国民

的アニメである。そのオープニング・テーマ曲『アンパンマンのマーチ』も、少なくと

も日本の若い世代では、聞いたことがない人はまずいないだろう。念のために、『アン
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パンマンのマーチ』の歌調を確認しておく。

作詞ーやなせたかし／作曲一三木たかし／編曲一大谷和夫／歌ードリーミング

そうだ うれしいんだ

生きる よろこび

たとえ胸の傷がいたんでも

なんのために 生まれて

なにをして 生きるのか

こたえられないなんて

そんなのは いやだ！

今を生きる ことで

熱いこころ燃える

だから君はいくんだ

ほほえんで

そうだ うれしいんだ

生きる よろこび

たとえ胸の傷がいたんでも

ああ アンパンマン

やさしい君は

いけ！ みんなの夢 まもるため

なにが君の しあわせ

なにをして よろこぶ

わからないまま おわる

そんなのは いやだ！

忘れないで夢を

こぼさないで涙

だから君は とぶんだ

どこまでも

そうだ おそれないで

みんなのために

愛と 勇気だけが ともだちさ
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ああ アンパンマン

やさしい君は

いけ！ みんなの夢 まもるため

時ははやく すぎる

光る星は消える

だから君はいくんだ

ほほえんで

そうだ うれしいんだ

生きる よろこび

たとえ どんな敵があいてでも

ああ アンパンマン

やさしい君は

いけ！ みんなの夢 まもるため

アンパンマンの孤独（熊 田）

ゃなせの太平洋戦争体験と『アンパンマン』の関係について、ゃなせは以下のように

説明している。

ぼくは優れた知性の人間ではない。何をやらせても中ぐらいで、むつかしいことは

理解できない。子どもの時から忠君愛国の思想で育てられ、天皇は神で、日本の戦争

は聖戦で、正義の戦いと言われればそのとおりと思っていた。正義のために戦うのだ

から生命を捨てるのも仕方ないと思った。

しかし、正義のための戦いなんてどこにもないのだ。

正義はある日突然逆転する。

正義は信じがたい。

ぼくは骨身に徹してこのことを知った。これが戦後のぼくの思想の基本となる。

逆転しない正義とは献身と愛だ。それも決して大げさなことではなく、眼の前で

餓死しそうな人がいるとすれば、その人に一片のパンを与えること。これがアンパ

ンマンの原点になるのだが、まだアンパンマンは影もかたちもない（ゃなせ 1995=

2013b、 p70）。

自ら作詞した主題歌『アンパンマンのマーチ』の歌詞については、ゃなせは以下のよ

うに説明している。

アニメのテーマソング「アンパンマンのマーチ」は「手のひらを太陽に」と並ぶ国
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民的愛唱歌です。

「あれは相当難しい歌なんで、意味はわかっていないと思う（笑）。でも、ほんとう

の意味というのは、なんとなく通じてしまうんだね。ノスタルジーを歌う童話とちがっ

て現在の歌だから、小さい子どもにもわかるんで、す」（『ユリイカ 8 月臨時増刊号』、

2013 （ゃなせたかし氏の 2012年の発言）、 p185 ） 。

本稿では、ゃなせが「相当難しい」としている歌詞のなかの、「愛と／勇気だけが／

友だちさ」という部分に焦点をあてて分析する。ゃなせ自身は、歌詞のこの部分につい

て、以下のように説明している。

正義は勝ったと言っていばってるやつは嘘くさいんで、す。

（中略）

「アンパンマンマーチ」の中に、

愛と勇気だけが友達（ママ）さ

という歌詞があります。それで抗議がきたことがあるんだけど。これは、戦う時は

友達を巻き込んじゃいけない 戦う時は自分一人だと思わなくちゃいけないんだとい

うことなんです。お前も一緒に行けと道連れをつくるのは良くないんですね。無理矢

理ついてくるなら仕方ないけどね。

横断歩道もみんなでわたれば怖くない、悪いことする時も群衆でやれば怖くないと

いうのがあるけど、責任は自分で負うという覚悟が必要なんだということです（ゃな

せ、 2013a、 pp.122 123 ） 。

ひとつはっきり言えるのは、戦争は良くないということ。

国民を統一していくには、戦争をするのが便利という時もあります。仮想敵をつくっ

ていく方が、正義として国民の心を一つにまとめることができるわけです。政府は自

分も悪いやつなんだけど、相手が悪いというのはひとつの政策なんでね。

戦争は国家の意思でやるものです。その中に国民がまきこまれているわけですね。

国家と殺人は全然違う 。 例えば日本とロシアが戦争をしたって、個人は相手を憎んで、

いるわけでもなんでもない。それが国家ということになると戦いになって国民は犠牲

になるわけなんです（同上、 p143 ）。

ゃなせの他の発言と突き合わせて考えると、この部分は、ゃなせが太平洋戦争中、弟

に事実上「特攻志願」されて、戦死（事実上の「特攻」に行く途中で、乗っていた軍艦
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を米軍に撃沈されて死亡）という形で失ったことと深く関連しているように思われる

( 1 ）。

3. ゃなせ氏の弟の「特攻志願」

ゃなせ氏の弟の事実上の「特攻志願」と『アンパンマン』の関係について、ゃなせは

次のように説明している。

弟は小倉の旅館に泊まっていたので、ぼくは外出許可をもらって、弟が泊まってい

る旅館で、一緒に食事をしながら話しました。

聞くと、海軍の特別任務につくので、最後の挨拶に来たと言うのです。

「なんでそんなものになったんだ」とぼくは怒りました。

若い将校を集めて 「特別任務を志願する者は一歩前に」と言われたそうです。千尋

（熊田註；ゃなせたかし氏の弟の名前）は、「志願者は一歩前に」と言われて一歩前に

出てしまったのです。

「お前そんなものに出るな」と言ったのですが、「みんなが出るのに出ないわけには

いかない」と言うのです。そんなパカな話はない。でも、行かずにはおれなかったの

でしょうね。

弟は飛行機がダメだったので、特別任務のほうにまわされたのかもしれません。

当時海軍は、秘密兵器として奇襲作戦用の小型特殊潜行艇をつくっていたのです。

そのあと何を話したか、忘れてしまいましたが、やるせない気持ちでいっぱいにな

りました。

弟の顔を見たのは、それが最後です。

（中略）

ぼくはそんなつもりはなかったのですが、「アンパンマンのマーチ」が弟に捧げら

れたものと指摘する人もいます。それだけ、弟と最後の言葉を交わした記憶が深く残っ

ていたのでしょう（ゃなせ2013c、 pp37-39）。

それでは、やなせの弟は「軍国少年」で、戦時中のやなせのように、単純に「正義の

戦争」を信じていたから事実上の「特攻志願」をしたのだろうか。 以下のやなせの証言

に見るように、ゃなせの弟は決して「軍国少年」ではなかった。

弟は、京都帝大の法科の学生でしたが、そこから海軍に志願したのです。

「おまえ、なんでそんな特攻隊なんかに志願するんだ。やめろ、やめたほうがいい」

やむにやまれず、僕は弟にこう忠告しました。すると弟は、こう答えたのです。

「大学に海軍の将校がやってきて、“特攻隊に志願する者は、一歩前へ”っていう。

(280) 57 



人間文化第四号

けど、みんなが一歩前へ出るのに、自分だけ出ないというわけにはいかない」

僕は釈然としませんでした。が、このとき弟は、視力があまりよくなかったために、

海軍の特攻隊に落ちたのです。僕は胸を撫で下ろし、「よかったじゃないか、特攻隊

なんか行くな」といいました。

ところが、大学へ志願要請がまた来て、結局、「回天」での特攻隊への入隊が決まっ

たのです。「回天J はひとり乗りの非常にちっちゃな特攻潜行艇で、その艦の中は真っ

暗闇。懐中電燈で照らしながら操作して、前進だけしかできない代物（しろもの）で

した。 訓練も命がけで、その訓練中にたくさんの若者が亡くなったのです。

弟はその訓練を受け、海軍少尉に任官しました。その当時は“7 つボタンの制服”

で格好はよかった。「おお、カッコいいじゃないか」と僕がいったら、「いや、こんな

ものは猿芝居だよ」と弟は一言。海軍の特攻隊に志願はしたけれど、弟は軍国少年で

はありませんでした。“猿芝居だ”といったように、本当は特攻隊などに行きたくは

なかった。弟は、時代という目に見えないものに、並致（らち）されたような気がし

てならないのです（ゃなせ2011 、 pp.77-78）。

ゃなせの「箪国少年ではなかった」弟が事実上の「特攻志願」をしたのは、当時の若

い将校の間での、「みんなが出るのに出ないわけにはいかない」という「無言の圧力」

のためだったようである。

4. ホモソーシャルとは？

ホモソーシャルは、アメリカのジェンダー研究者、イヴ ·K ・セジウィックが提唱し

た概念であり、簡単にいえば「男性聞の非・性的な紳」のことである（セジウィック

1990= 1999、 1985=2001 ） 。社会学者の上野千鶴子は、この概念を以下のように簡潔に

説明している。

すなわち婚姻とはふたりの男女の紳ではなく、女の交換を通じてふたりの男（ふた

つの男性集団）同士の紳を打ち立てることであり、女はその紳の媒介にすぎない。こ

こに男同士の聞の本来の目的があり、異性愛者の「真の紳」の対象は、向性の男と見

なされた。

このセジウィックの説には、以下の三つの概念の構造的な配置がある。第ーは、男

同士で互いに男と認め合った者たちの連帯である。これをセジウイツクはホモソー

シヤル（男同士の紳）と呼ぶ。第二は、男の欲望を女にさしむけるための、向性の男

に対する欲望の禁止である。これがホモフオビア（同性愛恐怖）である。第三は、男

同士の連帯から排除され、欲望の対象となる女の他者化（ミソジニー、すなわち女性

嫌悪）である。これが〈ホモソーシャル、ホモフォビア、ミソジニー〉、この三点セッ
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トである。

もっと簡単に説明しよう。男は、互いに男と認めあった者たちのあいだで連帯をつ

くりだし、その男の集団への参入資格が 「女をモノにする」ことである。そしてその

あいだに潜在している男同士の欲望は、そのつど検閲され、排除される。それによっ

て異性愛制度は維持されていく。それが男から同性愛者に対する 「おまえ、おかま（原

文傍点）かよ 」 という差別と排除であり、「キモチワルイ 」 という身体化された検閲

の機能である（上野20日、 pp.206-207）。

こうしたホモソーシヤルな感性は、戦時中はもちろん、戦後も日本社会に根強く存在

し続けている。全共闘世代（1946年から 1948年に生まれたグローパルな戦後第一世代）

のミュージシャンであり、精神科医でもある北山修（1946－）が作詞したヒットソング 「男

どうし」 の歌詞では、こうしたホモソーシヤルな感性が歌われている（ 2 ）。

男どうし

作調一北山修／作曲一杉田二郎

君にはかわいい 恋人ができたという

我が家の嫁さんには子供が

しらけた時代だね うすっぺらな言葉だけど

友情はこわれないと

むきになって叫びたい この頃だ

ふるさとに帰ったら 二人だけで会おうよ

手紙だけでは 言えない話をしようよ

だって男どうしじゃないか

昔のように話し明かそうよ

ばかがつくほどに 正直すぎる君だから

さみしさに酔いしれる時もある

昔ならいつでも ゆかいな仲間たちが

すぐにやって来ただろう 泣いて笑った幼な友達だ

ふるさとに帰ったら 俺にまかせておくれ
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秋のまつりの頃だし みんながそろうだろう

だって男どうしじゃないか

昔のように話し明かそうよ

ふるさとに帰ったら 顔だけは出すんだよ

無理を承知で あの娘もひっぱり出すつもりさ

だって男どうしじゃないか

昔のように話し明かそうよ

だって男どうしじゃないか

昔のように話し明かそうよ

全共闘世代の精神科医（九州大学名誉教授）にして人気ミュージシャンであったこの

曲の作詞者・北山修は、大ヒット曲『戦争を知らない子どもたち』を作詞したが、同時

にこの『男どうし』という曲も作詞した。「ふるさとに帰ったら 顔だけは出すんだよ

／無理を承知で あの娘もひっぱり出すつもりさ／だって男どうしじゃないか／昔の

ように話し明かそうよ」という部分に、北山修が、「反戦」を歌いながらも、イヴ ·K·

セジウィックのいう「ホモソーシャリテイ」（男性聞の非・性的な紳）の特権性ーその

ためなら、「無理を承知で あの娘もひっぱり出す」ことすら許されるーは全く疑って

いないことがよく現れている。

「無理を承知で あの娘もひっぱり出す」ことは、従軍慰安婦問題のような男性セク

シュアリティの諸問題にも直結していると思われる。やはり全共闘世代に属する伊藤公

雄氏（京都大学教授）の提唱している「メンズリブ、運動」の限界のひとつも、「男どう

し」の関係性が持つこの特権性を対象化しきれていない点にあると思われる（cf. 熊田

2005 ） 。

5. 国家権力によるホモソーシャルの利用

太平洋戦争中、「特攻志願」を募るにあたって、国家権力が、男性兵士の聞の上記の

ようなホモソーシャルな紳を巧妙に利用したことは、城山三郎（1927-2007）の小説『一

歩の距離小説予科練』（城山 1968=2001）に説得力をもって描かれている。城山

自身も、も昭和の初めに生まれ、 1945年に十代の半ばで海軍に志願した世代であり、

海軍特別幹部練習生として特攻隊である伏龍部隊に配属になり訓練中に終戦を迎えてい

る。そして、戦後「かつての予科練たち」に取材してこの小説を書いている。こうした

ことが、この小説に以下のような迫力ある描写をもたらしている。
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前に出る練習生の靴音が聞える。前で、左で、背後で、右で。二人、三人、五人

……。靴音は脅迫的にひびく。だが、まだ全員はない。

出なければ、出なければ。死ぬために来たのに、何を鷹暗っているのか。

肢の下を冷たい汗が流れ続けた。手もぐっしょり汗を握った。

両親や兄弟のことを思った。飛行機にも乗らずに死ねるものか。おれが行かなくて

も、幾らでもその要員は集まる。逃げるんじゃない。おれは飽くまで空で死ぬんだ

苦しかった。頭が燃えて来る。そっと薄目を聞けた。その視野にすぐ左から黒く大

きな人影が出た。小手川であった。小手川が行くというのに。塩月の足がふるえた。

「ょうし、待て」

老大佐は台上から消え、大尉が号令した。

「そのまま動くな。全員、目は閉じておれ」

士官たちが、各分隊に散ってくる。志願者の名前控えが始まる。

決まったと思った。ほっとしたが、その安堵がたちまち悔いに染められて来る。あ

りもしない飛行機、その飛行機のせいにして、死を逃げたのではないか。何故、身を

投げなかったか、一歩前へ出なかったのか。いまから一歩出てはいけないのか一。

塩月は、歯を噛み合わせ、眼を強くつむった。みんな、しっかり膜目していてくれ。

その日、昼過ぎまで、練習生分隊はひっそりしていた。練習生同士、胸の中を探り

合うというより、夫々の決意を静かに反興していた。前に出るのも出ないのも、余り

にも大きな決意であった。一歩の前と後の聞には、眼もくらむばかりの底深い谷があっ

た。

遅かれ早かれ、いずれ死ぬーという慰めに似た思いが、その谷を煙らせてくれる筈

であったが、それにしても、傷口は生々し過ぎた。此方の岸と向うの岸。練習生たち

はまだ吃然と断崖に立ち尽くし、眼の下の谷の深みに気を呑まれていた（城山三郎

1968=2001 、 pp.94-95 ）。

こうして最初の「特攻志願」をしなかったこの小説の登場人物・塩月は、心理的負い

目から、二回目の「特攻志願」には応じる。

隣の大津空から十五機の水偵が一時に消えてしまったのは、滋賀空の塩月たちにま

た一つの衝撃となった。下駄ばきのまま特攻機として突入して行くのだという。壮烈

だと思った。口惜しまぎれだが、下駄ぱきと蔑んだことに気が答めた。上尾は行った

かどうか。黙ってやることはやっていく性格だし、命がけで庇うほど九四水偵が好き

であった。恐らく、行ったであろう。

塩月は暗然とした。親友という親友においてきぼりをくった気がした。おれだけ生
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き残っているというひそかな喜びより、死に遅れたという焦りや後ろめたさが、ます

ます強まった。

それだけに、十日ほどして、十五機の水偵が舞い戻って来たのを見た時には、喜

色を隠せなかった。「よかった、そんなに慌てるな」と声に出さずつぶやく（同上、

p178） 。

「親友という親友においてきぼりをくった気がした」「死に遅れたという焦りや後ろめ

たさ」と いう心理一「生存者罪悪感（survivor’s guilt）」が、 「特攻志願」 の背景にあった

ことも少なくなかったのであろう。こ こでいう「親友」同士の「連帯感（運命共同体感

覚）」を 「ホモ ソ←シャル」と形容することに無理はないだろう。

6. おわりに

本稿では、日本の国民的アニメ『アンパンマン』の主題歌『アンパンマンのマーチ』

で 「愛と／勇気だけが／友だちさ」 とされている理由を、アニメの原作者でありこの曲

の作詞者であるやなせたかし氏が、太平洋戦争中に弟を、事実上 「特攻志願J された上

に戦死という形でな くしたことと関連において分析した。『アンパンマンのマーチ』は、

「戦友」という概念をラデイカルに否定し、男性の「ホモソーシヤル」な鮮を否定して

いるのである。ているのです。事実、ジャムおじさん以下、アンパンマンの「親密圏」

は男女キャラが入り交じっている。

もちろん、『アンパンマンのマーチ』が男性の 「ホモソーシヤル」な紳を否定してい

ることには、弟に事実上の「特攻志願」 のうえで戦死されたというやなせの重い経験以

外の要因も関係しているだろう。ゃなせは、「男らしく」「女らしく」「子どもらしく」

という考え方自体が好きでない、と述べている。

「子どもは、子どもらしくしなさい」「もっと男らしくしないと、女にはモテないぞ」

「もっと女らしく振る舞いなさい」……。

僕は、この“らしく”という言葉が好きじゃない。“らしく”というのは、そのもの

にふさわしい特質を備えているかどうか、ってことでしょうが、人間、人それぞれ

なのですから、別に“らしく”ある必要はないと思うのです（ゃなせ20日、 pp.199

200） 。

ゃなせのこうした「ジエンダー フリ ー」と呼べそうな発想は、 1. 大正デモクラシー

の時代に自己形成したという時代的背景、 2. リベラルで知識人だった開業医の養父に

育てられた家庭環境、 3. 自由主義の校風（東京高等工芸学校）の中で青春を過ごした

こと、 4. 「とても軟弱」という若い頃の気質、などからきているのであろう 。
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また、『アンパンマン』がいくら国民的アニメだといっても、視聴者の中心はあくま

で 3 才～5 才くらいの幼児であり、現在（2014年時点）であれば、 7 才くらいになれば、

男の子のヒーロー像は『仮面ライダー』や「男性戦隊もの」などに、女の子のヒロイン

像は『プリキュア』などに変わっていくことがほとんどであろう。そういう意味で、『ア

ンパンマン』の社会的影響力はある程度限定されている（ 3 ）。しかし、原作者の第二次

世界大戦における重い経験が込められた「ジェンダーフリー」な『アンパンマン』は、

近現代日本のジェンダ一史に確実に一定の影響を与えたし、また今後も与え続けるだろ

つ。

註

(1 ）ゃなせの実弟・柳瀬千尋氏は終戦直前の 1944 （昭和 19）年に海箪が採用した特攻兵器、

人間魚雷「回天」の乗員に志願して、フィリピンへの移動中に亡くなっている。しかし、

1943 （昭和 18）年にゃなせが中国に行ってしまっているので、千尋氏が小倉にやなせを訪

ねて特攻隊に志願した話をすることはできない。おそらく、千尋氏が語ったのは、もうひと

つの特殊潜行艇「甲標的」の搭乗員に志願したことだと考えられる。実質的には出撃すれば

戻れる確率の低い、回天と同じような特攻兵器だった（ゃなせ2013c、 p50）。

(2 ）精神科医「なのに」ジェンダー保守なのではなく、精神科医「だからこそ」、社会常識に

疎いところがあり、ジェンダー保守の考え方を相対化できないのであろう。

(3) 2013年には、右翼的な思想、をもっ作家・百田尚樹氏の小説『永遠のむとその映画版が、

社会現象といっていいほど大ヒットした（百田2006=2009）。「義理（戦友に命を助けられた）

と人情（妻娘のために生き延びたい）を秤に掛けりゃ、義理が重たい男の（生活）世界」が

国家に利用される（特攻死）という話である。エピローグでは、米軍兵士たちとの「ミニマ

ルな友愛J (J・デリダ） 「好敵手」として認められる が描かれていた。絵に錨いたような「ホ

モソーシヤル礼賛」の物語である。
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